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研究成果の概要（和文）：東南アジアにおいて、ゴングは、霊的な力を備えた音具、権力を示す財産、交易品などとし
て重要な位置を占めてきた。この研究は、（１）これまで研究の少なかったベトナム中部とラオス南部、カンボジア北
東部、およびフィリピン北部における少数民族のゴング文化についての調査、（２）ベトナムとインドネシアにおける
ゴング製作技術の比較調査、（３）インドネシアにおけるゴング流通の変化と製作拠点の再編および鉄製ゴング製作の
発展について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Throughout Southeast Asia gong has played a significant role as sound producing 
instruments with spiritual power, musical instruments, properties showing political power, commodity for 
trade and so on. This research project aims (1)to investigate gong cultures of ethnic minorities around 
the borders of Vietnam, Laos and Cambodia, and northern Philippines, (2)to compare the techniques of 
making and tuning gongs in Vietnam and Indonesia, and (3)to reveal the process of restructuring network 
among gong production bases under the change of gong distribution, and the development of making of iron 
gongs.

研究分野： 民族音楽学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）国立民族学博物館の音楽展示プロジェ
クトチーム（寺田吉孝、笹原亮二、福岡正太）
は、全館の展示新構築の一環として 2010 年
3 月に刷新された音楽展示において、東南ア
ジアのゴングを展示テーマの１つとし、カン
ボジア、フィリピン、マレーシア、インドネ
シアなどにおいて、調査、資料収集、映像記
録の作成をおこった。この展示および付随す
る映像記録は、ジャワ島やバリ島のガムラン
などの大規模アンサンブルに比べて研究や
記録資料の蓄積が少ない民俗的なゴング・ア
ンサンブルや山地少数民族のアンサンブル
にも焦点をあて、東南アジアのゴング・アン
サンブルの多様性を明らかにした。 
（２）一方、人間文化研究機構連携研究「『人
間文化資源』の総合的研究」の「映像による
芸能の民族誌の人間文化資源的活用」班（福
岡正太、寺田吉孝、笹原亮二、梅田英春、久
万田晋、藤岡幹嗣、俵木悟、福岡まどか）は、
主に日本の民俗芸能の映像記録の作成をお
こない、関係者を交えた映像上映と意見交換
を繰り返し、実践的に芸能の映像記録のあり
方を探った。そして、映像記録を芸能から独
立した「作品」ととらえずに、芸能の演者や
研究者を含む関係者の相互作用を生み出し、
その中で意味をもつものとしてとらえるに
いたった。芸能の上演や伝承の過程を記録し
た映像は、対象を一方的に写し取るだけでな
く、芸能を振り返り新たな発見をする場を提
供し、映像を見る人びと同士の対話をうなが
し、芸能に関する理解を深め、それを共有さ
せていく可能性をもっている。 
（３）この２つの成果に基づき 2011 年 3 月
に、国際シンポジウム「東南アジアにおける
ゴングの映像民族誌」を開催した。このシン
ポジウムでは、交易品としてのゴングの音楽
考古学的研究、ベトナム中部高原の少数民族
のゴング合奏およびゴングの調律技術、バリ
島における楽器商の出現とゴング流通の変
化と製作拠点の再編、北米におけるフィリピ
ン系アメリカ人のアイデンティティとゴン
グ合奏、インドネシアにおける多文化教育の
試みの一環としてのゴング文化に関する教
材の作成、今後のゴング文化研究における映
像利用の可能性等についての研究発表等が
おこなわれた。これらの事例は、従来のゴン
グ文化研究の枠を広げ、少数民族のゴング文
化、東南アジア諸地域のゴング文化の結びつ
き、それらを仲介する楽器商や調律師の存在、
現代社会におけるゴング文化の変化と再定
置等について取り上げる必要性および研究
を深める手段としての映像の有用性を認識
させた。 
 
２．研究の目的 
（１）ゴングは東南アジアの音楽文化を特徴
づける楽器の１つである。それらはしばしば
霊的な力が宿ると考えられ、権力を示す財産
や交易品としても機能し、東南アジア文化の

中で重要な位置を占めてきた。ゴング文化の
研究は、インドネシアのジャワ島やバリ島の
ガムランなど、王権と結びついて発達した大
規模な合奏およびそこで用いられるゴング
に集中する傾向があった。その結果、東南ア
ジアのゴングは、表面にこぶのような突起を
打ち出してあるのが特徴であり、こぶをもつ
ため安定した音高をもち、調律して旋律を奏
でることができるとされてきた。しかし、ベ
トナム中部高原とラオス南部、カンボジア北
東部にまたがる地域、およびフィリピン・ル
ソン島などに住む少数民族は、表面の平らな
ゴングを含む合奏をもち、さらにこれらの地
域における平ゴングとこぶつきゴングを同
時にもちいる合奏では、平ゴングが旋律を受
け持つことが多い。これまで研究の蓄積があ
まり進んでいない上記地域のゴング文化を
調査研究し、従来の東南アジアのゴングに関
する知見の偏りを是正する。 
（２）ジャワ島における青銅製ゴングの鍛造
過程については、20 世紀初頭、当時ゴング製
作の中心であったジャワ島中部北海岸の都
市スマランにおける調査記録が残されてい
る。その後、ジャワ島のゴング製作の中心は
内陸のスラカルタ近郊へと移った。また、大
陸部のゴング製作の中心の１つベトナム中
部における青銅製ゴングの鋳造過程につい
ては、これまでまとまった報告がなかった。
一方、鉄製および真鍮製のゴングについては、
青銅製ゴングの代用品との観念が強く、あま
り研究の対象とされてこなかったが、近年、
インドネシアでは鉄および真鍮製のゴング
の製作が盛んになっている。それぞれ特徴あ
るこれらのゴング製作法を映像で記録しな
がら調査し、比較をおこなう。 
（３）人やモノ、情報の往来が盛んになるに
つれ、ジャワ島中部スラカルタ近郊で製作さ
れる比較的安価で品質の高いゴングがバリ
島を始め、島外でも大規模に流通するように
なった。バリ島では大きなゴングを含むガム
ランとよばれる合奏用の楽器セットの需要
が比較的高く、ジャワ島中部から大ゴングを
購入し、その他のバリ島製の楽器と合わせて
ガムランセットを構成して販売する楽器商
が誕生し、ゴングの流通を促進した。一方、
小中学校の教育において各地方の伝統文化
を学ぶ時間が作られるようになり、地方自治
体が比較的短い納期に限られた予算の中で
各学校に配布するガムランを大量に注文す
るようなケースが見られるようになった。こ
うした場合には、青銅製よりもはるかに安価
な鉄製のガムランが採用され、受注者は各地
の鉄製ゴングの製作者から購入してセット
を構成するようになった。こうした需要や流
通の変化が引き起こしたガムラン製作拠点
の再編と鉄製ゴング製作の発展を明らかに
する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、現地における調査を重視して研



究を進めた。その際、映像を研究の重要な手
段として位置づけ、ゴングの製作過程やゴン
グを用いた合奏等を映像で記録した。その理
由の１つは、映像が動きや音を視聴覚的に記
録することができるため、技術や上演の実態
を伝えるのに適しているからである。映像を
用いることにより、調査に同行しなかった者
も、より具体的に、そして詳細に研究対象を
比較することが可能になる。しかし本研究で
は、それに加えて、映像が見る者の知見を引
き出す力を重視した。私たちは映像を見る際、
これまでに経験してきたことや身に付けた
知識を背景として、そこに映っているものを
理解しようとする。映像の理解は単にリテラ
シーの有無によって一様に決まるのではな
く、それを理解するために動員する知識や経
験の違いにより多様な見方を生み出す。した
がって、一緒に映像を見て意見を交換するこ
とは、互いの知見を交換して、対象の理解を
広げていくことにつながる。特に、調査の対
象とする人々とのあいだでも映像を仲介と
した意見の交換をおこなうことで、研究者に
よる一方的な知の形成を越えて、相互的に対
象の理解を深めることができるだろう。 
（１）平ゴングを含む合奏をもつベトナム中
部高原とラオス南部、カンボジア北東部、お
よびフィリピン・ルソン島では、次の点に重
点をおいて調査をおこなった。 
①パフォーマンスの映像記録の作成 
 カンボジア北東部とルソン島のゴング合
奏については、すでに国立民族学博物館のプ
ロジェクトとして映像取材をおこなったた
め、ベトナム中部高原とラオス南部を中心に
調査と撮影をおこなった。 
②映像の上映会 
 国立民族学博物館が製作したルソン島の
平ゴングを含む合奏に関する映像番組の上
映会を開催し、意見交換をおこなった。 
（２）ゴングの製作過程と流通の調査は、次
の諸点に重点をおいて調査をおこなった。 
①ジャワ島とバリ島、ロンボック島における
青銅製ゴング製作過程およびその流通と製
作拠点間の関係の調査。 
②ジャワ島とバリ島、ロンボック島における
鉄製ゴングの製作過程およびその流通と製
作拠点間の関係の調査。 
③ベトナム中部における青銅製平ゴングの
製作過程の調査。 
 
４．研究成果 
（１）①ベトナム中部高原、ラオス南部、カ
ンボジア北東部の少数民族は多様であり、民
族集団ごとに合奏の編成やレパートリーは
異なるが、ゆるやかな共通性もみられる。多
くの集団において、平ゴングとこぶつきゴン
グの両方が使われている。それらの合奏は、
Ａ）こぶつきゴングのみの合奏、Ｂ）こぶつ
きゴングと平ゴングの合奏、そしてＣ）平ゴ
ングのみの合奏に大別できる。Ａは、リズム
の掛け合いに重点があり、一定のリズムパタ

ーンを繰り返す。若干の例外はあるが、スイ
ギュウやウシの供犠と結びついているのは
このタイプの合奏であり、儀礼性が強く、精
霊へ働きかける力をもつ。たとえば、死者が
出たときに演奏される曲は、死者の魂を迎え
るために精霊を呼び寄せてしまうため、普段
演奏することはタブーであると説明される
たりする。Ｂにおいては、こぶつきゴングが
一定のリズムパターンを繰り返すのに対し、
平ゴングはメロディを演奏する。Ｃは、ラオ
ス南部などで見られ、２つの平ゴングを吊り
下げ、2 人ないし 4 人で両側から細長いバチ
で突くようにして演奏する（写真参照）。演
奏は、複雑なリズムの掛け合いからなってお
り、この演奏で言語的メッセージを伝えてい
るという。 

 
②ルソン島北部のカリンガの人々によって
伝承されてきたゴング音楽について、国立民
族学博物館が製作した映像番組の上映会を
計 11 回にわたりマニラ市およびルソン島北
部の中心都市バギオ市で開催し、伝統継承者、
研究者、教育者、一般の聴衆など多様なオー
ディエンスの参加により意見の交換をおこ
なった。映像が多様なアクターを結び付ける
場となる可能性を確認することができた一
方で、こうした学術的な記録映像を音楽や芸
能のオーディエンス育成に生かすための工
夫が必要である。 
（２）①現在、ジャワ島の青銅製ゴング製作
の中心はスラカルタ周辺となっている。Sam 
Quigley によれば、20 世紀初頭のスマランと
現在のスラカルタのゴング製作法は基本的
に共通している。本研究でもそれは明らかと
なった。経験のある職人は、スラカルタのゴ
ング職人がスマランでその技術を学んだこ
とをまだ記憶している。一方、スマランにお
ける青銅製ゴングの製作は、現在ではほぼみ
られなくなっている。また、バリ島の青銅製
ゴングの製作は盛んであるが、大型ゴングか
ら小型ゴングへとシフトし、大型ゴングはジ
ャワから購入している。スラカルタ周辺では、
もっぱらバリ島に向けて大型ゴングを製作
している工房が存在しており、ジャワ島とバ
リ島の青銅製ゴングの製作には、ある種の分
業が成立していると言えるだろう。これを可
能にしたのは、国内外のガムランの需要の増



大に対応したバリ島における楽器商の出現
である。バリ島とロンボック島にも、類似し
た関係が成立している。ロンボック島にも青
銅製楽器を製作する工房が存在するが、青銅
製の大型のゴングはバリ島から購入してく
ることが多く、ここでも楽器商が、こうした
仲介をおこなうようになってきている。ただ
し、ロンボック島では大型のゴングは島内の
工房で作られた鉄製のものが使われること
が増えている。 
②近年、インドネシアでは鉄製ガムランの需
要が増大している。ジャワ島西部の都市バン
ドゥンやその近辺では、学校教育にガムラン
を導入するため、地方政府が数百の単位でガ
ムランセットを注文したりすることが起こ
っている。楽器工房では、短期間にその注文
にこたえることができないため、鉄製ゴング
入手のネットワークを構築して対応してい
る。本研究の調査では、西ジャワ州の境界に
近い中ジャワ州の都市プルバリンガやスラ
カルタなどが、バンドゥンへの鉄製ゴングの
供給源となっていることが明らかとなった。
プルバリンガは、自動車やバイクのマフラー
の製作が有名な町で、そうした鉄加工の技術
を生かしてゴングを作成する工房がある。ス
ラカルタは前述の通り青銅製ゴングの製作
の中心だが、鉄製ゴングを作る工房も存在す
る。鉄製ゴングもスラカルタ製のものは品質
が高いことで知られている。バリ島やロンボ
ック島でも、近年、鉄製ゴングを製作する工
房が生まれている。以前はゴングは青銅製で
あることが常識だったが、鉄製ゴングが好ま
れる傾向も生まれている。その理由の１つと
して鉄製ゴングの方が軽いため、行進をしな
がら演奏するのに向いていることなどがあ
げられている。 
③ラオス南部およびカンボジア北東部では、
ゴングが製作されていることは確認できな
かった。どちらの地域でも、人々に尋ねると、
ゴングはベトナムで作られていると考えて
いた。実際に、現在はほとんどのゴングがベ
トナムで製作されているようである。しかし、
おもしろいことにベトナムでは、ラオスのゴ
ングは良いゴングであるとの認識がある。か
つてラオスでもゴングが製作されていたの
かどうか確認はできなかったが、ゴングの流
通を通じて、各地域がゆるやかにつながって
いることが明らかになった。ちなみに、研究
協力者の柳沢英輔の報告によれば、ベトナム
中部高原では、それぞれの民族集団ごとに音
の好みがあり、それを知悉した調律師がゴン
グの注文主にあわせて調律し分けていると
いう。 
 本研究により、これまで研究の蓄積が少な
かった東南アジアの平ゴングを使用する
人々のゴング合奏の実態が少しずつ明らか
になってきた。これは東南アジアのゴング文
化の理解を深めるための重要な一歩である
と考える。また、ゴングの流通により、東南
アジアの諸地域、諸民族がゆるやかにつなが

っていること、そしてゴングの需要の増大に
より楽器商が出現し、そうしたつながりを再
編しつつあることも明らかになった。楽器商
は、他の地域から仕入れた楽器をその地域の
音楽に合うように調律、整音するなど、民族
集団の好みに合わせて調律する調律師と同
じような媒介者としての役割を果たしてい
るともいえる。東南アジアのゴング文化は、
私たちが当初想像していた以上に、現在も変
容を続けている。ミャンマーやタイ、マレー
シアなど、本研究では十分に関心を払えなか
った地域についても、今後、研究を広げてい
くことが必要であると同時に、ゴング文化の
現代的変容を、なお一層明らかにすることも
今後の課題である。なお、本研究により作成
した映像記録は、再度編集をおこない、国立
民族学博物館などにおいて公開できるよう
に準備を進めたい。 
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